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１ はじめに 
ネットワークの大容量化に伴い、WDM(Wavelength 

Division Multiplexing)伝送方式が導入されつつある。ネ

ットワークの大容量化には波長ごとにルーティング

を行う波長ルーティング技術が必要になる。波長ルー

ティングを実現するには波長変換技術が不可欠とな

る。従来、光 SSB 変調器は無変調の光を SSB 変調に

より周波数をシフトして出力する光周波数シフタと

して用い、光コム発生器などへ応用した例が報告され

ている。本研究では変調された光信号を光 SSB 変調器

により波長変換を行ったのでその結果を報告する。 

２ 光フィルタの選択 
本実験においては光コム発生器と同様にループ中

に光 SSB 変調器を設け、カップラ出力には順次、信号

スペクトルが立つので隣接チャネルの干渉を抑える

必要がある。そこで、高速の信号を光フィルタで抜き

出す必要がある。光 SSB 変調器で一度にシフト可能な

周波数は制限されており、100GHz をシフトしようと

考えた場合、可能な限り少ないループ回数でシフト可

能な最適光 SSB 変調周波数は 16.7GHz である。以上

を考慮して、今回 100GHz 間隔で周波数選択のできる

光フィルタを設計した。必要な反射帯域幅は変調速度

を最大 5Gbps まで考慮して、10GHz(0.8nm)とした。ま

た、隣接チャネル抑圧は 15dB 以上(片側 1ch で 18dB
以上)とした。 

３ 実験方法  
実験構成図を図１に示す。光源には DFB-LD を用い

た。Pulse Pattern Generator(PPG)から出力された信号を

LN 変調器で強度変調する。その光信号をカップラへ

と通し、ループさせる光と出力光(フィルタリング部)
に分ける。ループさせる光は光 SSB 変調器を用いて光

周波数をシフトし、ループの損失を光増幅器で補償す

る。カップラと光 SSB 間で信号がループする構成であ

るので、カップラの出力側には順次、周波数シフトし

た信号光が出力される。出力された光は FBG によっ

て必要な光周波数帯を選択して抜き出すことによっ

て任意の波長選択が可能となる。光波の波長は

1550nm、変調速度は 1Gbps、シンセサイザの周波数シ

フトは 16.7GHz とした。光フィルタである FBG によ

るフィルタリングは FBG を２段重ねて反射帯域幅を

しぼり測定を行う構成とし、その特性は図２となった。 

４ 実験結果 
スペクトルの測定結果を図３に示す。FBG フィ

ルタリングした信号光は 12 回ループ (200GHz)し
た信号を抜き出しており、そのアイパターンが図
４となった。カ ッ プ ラ 出 力 か ら 順 次 出 力 に
ス ペ ク ト ル が 立 ち 、 200G H z シ フ ト 後 も 復
調 可 能 で あ っ た 。  

５ まとめ 
強 度 変 調 光 を ル ー プ に て 16 . 7 G H z×1 2 回

( 2 0 0 G H z )光 S S B 変 調 で シ フ ト さ せ 、 順 次
出 力 す る 信 号 ス ペ ク ト ル か ら 狭 帯 域 光 フ
ィ ル タ で 目 的 の 信 号 光 を 抜 き 出 し た 。 そ
の 信 号 光 は 復 調 可 能 で あ っ た 。  

 

 

 
 
 
 
 

 

図 ２ .  2 段 光 フ ィ ル タ 特 性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ .  カ ッ プ ラ 出 力 と フ ィ ル タ 後  

 

 

 

 

 

図 ４ .  2 0 0 G H z シ フ ト 後 の ア イ パ タ ー ン  

図１ . 実験構成図  

 


